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読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２０１６年 ６月 ９日

ＮＯ １０７５

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）きずな
井原市議会６月定例会

６ 月 １ ３ 日 に 開 会
一般質問は６月１５日・１６日

６月７日、井原市議会議会運営委員会（佐藤委員
長）が開かれ、井原市議会６月定例会の日程を協議
し、６月１３日開会、６月２７日までの１５日間と
することを決めました。

一般質問は６月１５日、１６日の２日間で９議員
が質問することになっています。

一人でも多く議会傍聴においでください。議会日
程は２面右下にあります。以下、質問項目を質問順
にお知らせします。

河合 謙治議員

１．認知症対策の推進について

２．井原市民病院に喫煙場所を設置しては

惣台 己吉議員

１．防災・減災対策について

２．市公用車の更新計画について

３．移住・定住施策への取り組みについて

三宅 文雄議員

１．地域創生と教育について

２．都市計画マスタ－プランの策定について

藤原 浩司議員

１．自殺対策について

三輪 順治議員

１．地方財源の確保及び本市の財政状況と今後の見

通しについて

２．本市の公共施設（インフラ）の維持・補修等と

防災対策全般について >>>

>>>

柳井 一徳議員

１．農産物のブランド化について

２．ワイン（リキュール）特区について

佐藤 豊議員

１．三菱自動車の燃費偽装問題による市

内関連企業への影響と支援策について

２．観光行政について

３．低年金受給者支援のための「年金生活者等支援

臨時福祉給付金」について

森本 典夫議員

１．子どものいるＵターン・Ｉターン家族に対し、

住宅リフォームの補助率や補助上限額を抜本的に拡

充することについて

人口減少傾向を緩和する観点から、子どものいる

家族で、住宅をリフォームして「井原に帰って暮ら

したい」「井原に移住したい」という家族を対象に、

現在の住宅リフォーム補助制度を抜本的に拡充し、

そんなに良い条件なら「井原に帰ろう」「井原に移

住しよう」という気持ちになってもらえる補助制度

にしてはどうですか。

そして、今年度から実施している「いばらぐらし

お試し住宅」制度と並行して、住宅リフォーム補助

制度を抜本的に拡充させた内容を全国に発信し、子

育て中の家族が井原に永住したいと思ってもらえる

よう工夫してはどうですか。

２．井原市内の断層（芳井断層）に対する市の新た

な対応と地域住民に対する新たな対応（心がけ）

について

依然として余震の続く熊本地震。多くの犠牲者・

被災者がおられる中で、一日も早い復旧が求められ

るところです。

先般、新聞で岡山県内の断 2面左上へつづく

１６日の一般質問

１５日の一般質問



月　日 曜日 摘　　　　　　要

6月13日 月 開　会　市長の提案説明等

１４日 火 休　　　会

１５日 水
一般質問（河合、惣台、三宅、
　　　藤原浩司、三輪の５議員）

１６日 木
一般質問（柳井、佐藤、森本、西
　　　　村の４議員）

休　　　会

２０日 月

議案：審議・採択　議案（補正予
算、条例等）：質疑、委員会付託
請願：委員会付託 予算決算委員
会

２１日 火
休　　　会  （建設水道委員会）

２２日 水
休　　　会  （市民福祉委員会）

２３日 木
休　　　会  （総務文教委員会）

休　　　会

２７日 月
議案（ 条例）委員長報告、審
議、採決
閉　会

２４日～２６日

平成２８年６月市議会定例会日程

１７日～１９日

第１０７５号 赤旗読者ニュース （２）

生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください。(月額 日刊紙３,４９７円 日曜版８２３円）

この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://m.okajcp.com）でも見ることができます

１面右下から続く

層について報道されました。それによりますと、井

原市内には「芳井断層」があります。この断層に関

わる大きな地震がいつ起こるか想定できない中です

が、新聞には最大震度６強の場合の被害状況も想定

されており、長者ケ原―芳井断層で、死者４０人、

最大避難者２１,６７２人という想定数を見て私自

身びっくりしました。

万が一、井原地方に大きな地震が起きたときの自

治体の対応と地域住民の対応（心がけ）として、こ

れまで「井原市地域防災計画」に示されている対応

に加え、新たに対応を考える必要があるとお考えな

のか、これまでの対応でいいとお考えなのかお尋ね

いたします。

３．認知症初期集中支援チームの設置について

国が昨年策定した認知症施策推進総合戦略（新オ

レンジプラン）によると、すべての市町村で「認知

症初期集中支援チーム」を設置し、２０１８(平成

３０)年度から支援を実施することと定めています。

５月２日の新聞によれば、井原市は今年度中の設

置予定と報道されています。そして、支援チームに

は原則として国の研修を受けて「認知症サポート医」

に認定された専門医がいることが条件になっており、

支援チームの設置が進まない最大の原因と報道され

ています。

井原市は支援チーム設置について、現在、どの程

度具体化されているのでしょうか。

４．井原市での子どもの貧困の実態と支援策等の充

実・改善について

近年、家族と地域のつながりが希薄となり、核家

族やひとり親家庭などが増えている中で、子育てに

かかる親の負荷は重くなっています。周りに頼る人

がおらず、ＳＯＳが言えない家庭も少なくなく、子

どもに十分な愛情や教育を注ぐことができずに苦し

んでいる親がたくさんいると言われています。

全国的には、今や６人に１人の子どもが貧困状態

にあり、ひとり親世帯では５割を超えており、更に

深刻なことに育児放棄も含む児童虐待の対応数は、

年間７万件に及んでいると言われています。

井原市では、子どもの貧困をどう定義づけ、その

実態はどうなのか、また、貧困家庭に対する支援は

どうされていますか。今後、支援策等 >>>

>>>

をどう充実・改善しようと考えていますか。

５．市内の観光地にある公衆トイレの管理について

市内の観光地には市内外から多くの観光客が訪れ

ます。市内の観光地には、当然ながら公衆トイレが

設置されており、多かれ少なかれ、これらのトイレ

を利用されます。その時トイレが汚れていたり、ゴ

ミが散らかっていたりということがあると不愉快な

気持ちになるものです。井原市を訪れる観光客に不

愉快な気持ちを抱かせたり、井原市のイメージダウ

ンにつながるようなことがあってはいけません。

そこで、これらのトイレの清掃を含め環境整備に

万全を期していますか。また、市として、これらの

トイレについて定期的に見回りを行っていますか。

西村慎次郎議員

１．「デニムの聖地」元気いばら

魅力活力創出事業について

２．「でんちゅうくん」の活用について


